
　

�������
���������

ニュースフラッシュ

６2022‐７ shinhidaka 　

　

鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
が

各
地
域
を
訪
問
し
て
地
域
の

方
と
懇
談
す
る
『
な
お
み
ち

カ
フ
ェ
』
が
５
月
26
日
に
静

内
高
校
で
行
わ
れ
、
大
野
町

長
や
久
保
田
教
育
長
も
同
席

し
、
昨
年
度
の
高
校
生
探
究

サ
ミ
ッ
ト
で
北
海
道
知
事
賞

を
受
賞
し
た
同
校
生
徒
ら
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
活
性
化
を
目
的
に

実
施
し
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー

ト
で
の
活
動
で
苦
労
し
た
体

験
や
住
民
の
方
と
の
関
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
鈴
木
知
事
は
「
と

て
も
大
変
な
こ
と
を
実
践
し
、

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
皆
さ
ん

の
財
産
に
な
る
。
感
動
し
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
お
よ
び
教
育
委
員
会
と

空
知
管
内
栗
山
町
、
栗
山
町

教
育
委
員
会
、
栗
山
町
立
北

海
道
介
護
福
祉
学
校
に
よ
る

『
介
護
人
材
の
確
保
に
関
す

る
包
括
連
携
協
定
締
結
式
』

が
５
月
31
日
に
役
場
静
内
庁

舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
医
療
・
介
護
人
材
を
輩
出

し
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

当
町
で
も
医
療
・
介
護
人
材

の
慢
性
的
な
不
足
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
双
方
の
課

題
解
決
を
図
る
た
め
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、
町

が
推
薦
し
た
学
生
が
同
校
に

入
学
す
る
場
合
は
、
入
学
金

や
授
業
料
な
ど
の
一
部
が
減

免
さ
れ
ま
す
。
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ジ
ェ
イ
・
ア
ー
ル
北
海
道

バ
ス
は
、
管
内
７
町
で
構
成

す
る
日
高
地
域
広
域
公
共

交
通
確
保
対
策
協
議
会
（
大

野
克
之
会
長
）
の
支
援
を
受

け
、
え
り
も
・
苫
小
牧
間

を
走
る
『
特
急
と
ま
も
号
』

な
ど
に
新
車
両
を
６
台
導
入

し
、
５
月
31
日
に
イ
オ
ン
静

内
店
駐
車
場
で
展
示
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

特
急
と
ま
も
号
の
新
車
両

は
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
胆
振
・

日
高
管
内
初
と
な
る
車
椅
子

乗
降
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
装

備
し
、
車
椅
子
に
座
っ
た
ま

ま
座
席
フ
ロ
ア
に
移
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
無
料

Ｗワ

イ

フ

ァ

イ

ｉ-

Ｆ
ｉ
や
Ｉ
Ｃ
乗
車
券

な
ど
も
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
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